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本日の内容

•栄養とフレイルの関係

•増尾地区での栄養についての課題

•地域推進圏域会議での内容



栄養とフレイルの関係について

①

③②



東京大学高齢社会総合研究機構の研究により、フレイルを予防するためには、
「栄養（食・口腔機能）」・「運動」・「社会参加」を行い、フレイルサイクルを断ち切る、
またはフレイルサイクルのスピードを遅くすることが重要だと言われています。

参照：https://www.tyojyu.or.jp/net/byouki/frailty/yobou.html

気づかぬうちに低栄養化が進むケースも多く、特に、栄養（食事）への
意識改善は、フレイルサイクルを断ち切る上で重要といえます。
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増尾地区での低栄養の現状

•①健康診断を受けた3割超の方が低栄養と該当される。

•②介護予防個別会議の事例の半数以上が低栄養の問題があった。



低栄養ってどんな状態？

• BMIが 以下の状態

①１８．５ ②２１．５ ③２５．０

かつ

• ６か月の間で ㎏の体重低下がある

①１～２ ②２～３ ②３～５

２１．５

２～３





地域推進圏域会議の内容

•地域の課題

•地域の対策

１．重度化防止に向け栄養知識の理解
２．地域の社会資源や健康維持に関する情報を得る仕組み

自分自身や周りでも栄養の課題に気付きにくく、無自覚の
うちに低栄養状態となっている



サロンで栄養講座

•今年度はクローバーサロンで栄養講座を実施します。

•講座内容

①フレイルに大切な栄養素とバランスについて

②スーパー、コンビニでのお惣菜の選び方



連絡事項
他のサロンでも栄養講座など包括で協力させていただきたいと思いま
すので、必要ございましたら、ご連絡の程どうぞよろしくお願い致しま
す。



３ページの回答


